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M
E
N
D
E
L
E
Y
【
メ
ン
デ
レ
ー
】
と

は
、
論
文
な
ど
の
文
献
情
報
あ
る
い
は
文

献
フ
ァ
イ
ル
そ
の
も
の
を
管
理
す
る
た
め

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
と

ウ
ェ
ブ
の
発
展
に
よ
り
、
学
術
文
献
は
一
昔

前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
探
し

や
す
く
、
か
つ
集
め
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
な
る
と
、
次
は
大
量
に
集
め
て
く
る

文
献
を
い
か
に
効
率
的
に
管
理
す
る
か
が

問
題
と
な
る
。
こ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
る
の

が
文
献
管
理
ソ
フ
ト
だ
。

　
数
あ
る
製
品
の
な
か
で
、
な
ぜ
い
ま

M
E
N
D
E
L
E
Y
な
の
か
。
そ
の
人
気
の

理
由
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
無
料
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
額
な
文
献

管
理
ソ
フ
ト
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
多
彩

な
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

C
i
N
i
i
な
ど
の
文
献
探
索
サ
イ
ト

か
ら
検
索
結
果
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

M
E
N
D
E
L
E
Y
に
送
っ
た
り
、

W
o
r
d
で
参
考
文
献
を
自
動
作
成
し
た
り

と
い
っ
た
基
本
機
能
に
加
え
、
M
E
N
D  

E
L
E
Y
に
は
従
来
の
文
献
管
理
ソ
フ
ト
が

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
あ
り
が
た
い

機
能
が
実
装
さ
れ
て
い
る
。
多
機
能
＝
初
心

者
に
不
親
切
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

シ
ン
プ
ル
で
直
観
的
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
・
デ
ザ
イ
ン
が
こ
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
こ
と
も
、
魅
力
の
ひ
と
つ
。
針
の
種
類

が
多
す
ぎ
て
今
何
時
な
の
か
わ
か
ら
な
い

多
機
能
な
腕
時
計
の
よ
う
に
、
基
本
機
能
を

見
失
う
よ
う
な
危
険
は
ま
ず
な
い
。
表
示

言
語
が
英
語
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

初
心
者
で
も
安
心
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る

は
ず
だ
。

　「
参
考
文
献
リ
ス
ト
の
作
成
、
閲
覧
が
と

て
も
簡
単
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
の
文
献

整
理
も
で
き
る
の
で
重
宝
し
て
い
る
」
と

語
る
の
は
、
M
E
N
D
E
L
E
Y
歴
4
年

の
吉
田
達
弘
教
授
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
と

出
会
い
、
自
身
の
研
究
ス
タ
イ
ル
が
一
変
し

た
ら
し
い
。
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、
研
究
者

だ
け
で
は
な
い
。

　 「
M
E
N
D
E
L
E
Y
の
お
か
げ
で
、

修
論
や
卒
論
作
成
の
締
め
切
り
直
前
で
救
わ

れ
た
学
生
は
数
知
れ
ま
せ
ん
」
と
吉
田
教
授
。

　
聞
く
は
一
時
の
恥
、
知
ら
ぬ
は
一
生
の
恥
。

文
献
収
集
・
管
理
で
お
困
り
の
方
、
苦
手
な

方
、
ま
だ
経
験
の
な
い
方
は
、
今
春
図
書
館

で
開
催
予
定
の
M
E
N
D
E
L
E
Y
講
習
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
開
催
情
報
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。）



　2歳の娘が突然、箸を使い始めたのです。

指を差し込む輪っかのついたトレーニング用

の箸ではありますが。ついこの間まで、フォー

クとスプーンしか使えなかったのに。くし型

切りのトマトを突き刺し損ねてはヒステリー

を起こしていたのに。いったいこの変貌ぶり

は何なのか。2歳 6ヶ月現在、納豆をつまみ、

粘った糸を切断するための回転の所作まで板

についているのです。心なしか急に娘が大人

びたように感じるのは、親の欲目でしょうか。

　「箸は、決して食べものを暴行しない」と、

フランスの哲学者ロラン・バルトは書いてい

ます。西洋人の、槍（フォーク）と刀（ナイフ）

で武装した狩猟の所作に比べ、箸をあやつる

動作のなかには「人が赤ん坊の身体を動かす

ときのような、配慮のゆきわたった抑制、母

性的ななにものか」があるのだと。　してみ

ると、すでに私は娘に母性的ななにかを感じ

取ってしまったということでしょうか。

 

　　　　　　　　※※※

　最近、ネット上の他人の文章をコピペ（コ

ピー＆ペースト）してレポートなどを急ごし

らえする学生が増えているそうです。コピペ

を自動検出する、ウソ発見器のようなソフト

ウェアも多く出回っており、教育機関への普

及がすすんでいることからも、問題の深刻さ

がうかがえます。

　コピペは、紙のコピーをはさみで切って糊

で貼りつける「ゼロックス時代」のそれに比

べれば格段に安くつくし、情報化とウェブ検

索技術の向上により、自分に都合の良い文章

など、あっという間に見つけだすことができ

ます。こんな便利な文明の利器を使わない手

はないではないか、というわけでしょう。

　しかし、そんなコピペにいそしむ人々を批

判する側も昨今はうっかりしてはいられない

ようです。これだけ世に情報が溢れると、自

分の書いた文章に似た前例など、ネット上に

いくらでも転がっているからです。自分は他

人の文章をコピペしたつもりはない。しかし

そっくりな言い回しがネット上に存在する。

そしてタイムスタンプは自分の方が新しい。

どうして盗んでいないなどといえようか。と、

あらぬ嫌疑をかけられないとも限りません。

あるいは、実際にコピペしているのに、その

ことに本人が気づいていないということもあ

りえるのではないでしょうか。自分で考えて

書いたつもりが、頭の奥に沈んでいるいつか

の他人の文章をそのままなぞっているだけ

だったというようなことが。

　私事で恐縮ですが、何か文章を書いている

とき、私は突然既視感というか既読感のよう

なものにとらわれることがよくあります。あ

るいは、自分の意見を書いたつもりが、誰か

にそれを書かされたかのような錯覚を覚える

ことも少なくありません。いわく言い難い体験

ですが、こんなときはもしかすると、コピペ

をしでかしているサインなのかもしれません。

　ちなみに上掲のロラン・バルトは、こういっ

た既読感すなわち「以前の慣用の記憶」 か

ら書き手に定型的なことばを選ばせる作用の

ことをエクリチュールと呼んでいます。書く

こと（フランス語でこれをエクリチュールと

呼ぶらしい）は、多かれ少なかれコピペなの

だということでしょうか。

　　　　　　　　※※※

 

　と、そんな屁理屈はさておき、コピペには

合法的にそれを行う方法があります。すなわ

ち、「引用」という行為です。著作権法では、「公

正な慣行」に従い「正当な範囲内」であれば、

公表された著作物を自分の作品に無断転載

（コピペ）できることになっています。ここ

でいわれる「公正な慣行」とは、引用箇所を

括弧で囲んだり出典を明示したり、引用とそ

うでない部分の主従関係に留意するといった

テクニカルなことの他に、そもそもその引用

に必然性があることが求められます。

　これについて、私にはちょっと苦い経験が

あります。20年ほど前になりますが、大学

生のとき授業の課題レポートでマルクスの

『資本論』を引用したことがありました。確

か経済学とか哲学の授業ではなかったはずな

のに。そして、マルクスの著作を私は一度も

読んだことがなかったのに。たぶんマルクス

の解説本か何かから適当に孫引きしたに違い

ありません。私としては、引用の体裁も整え

満を持して提出したつもりでしたが、先生か

らは「なぜマルクスが登場するのか意味不明」

と冷やかにつき返されてしまいました。

　私がこの赤面体験を思い出したのは、ある

大学でライティング指導をしている教員か

ら、「原稿用紙 2 枚程度のレポートなのに、

学生はとかく壮大なテーマを扱おうとする。

書く以前にテーマ選びから指導しなければな

らない」といった悩みを聞いたときです。

　若いときは、どうしてもフォークとナイフを

使って高カロリーなものを食べてしまいがち

です。消化不良を起こすことなど気にせずに。

　箸の特徴のひとつは、持ち手の腕力にあっ

たサイズのものしか運ばせないことです。日

本料理が西洋人の目には「小鳥の餌」　のよ

うに小さくて上品にみえるのは、きっと箸に

負うところが大きいでしょう。

　引用の所作もまた、抑制の効いた上品な指

さばきを心がけたいものですけれども、こう

いう小欄で「必然性」もままならぬまま、ロ

ラン・バルトというビックネームを引いてく

るあたり、虎の威を借る私の安い衒学趣味は

学生時代からちっとも治っていないというこ

とでしょうか。

コ  ピ  ペ  の  品  格
コラム
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